
　最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
が

出
て
か
ら
一
年
。
当
時
は
こ

ん
な
に
も
長
く
マ
ス
ク
生
活

が
続
く
と
は
思
っ
て
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
花
粉
症
も
な

く
あ
ま
り
風
邪
も
ひ
か
な
い

私
に
は
毎
日
マ
ス
ク
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
生
活
が
と

て
も
苦
痛
で
し
た
▼
で
も
慣

れ
て
く
れ
ば
、
そ
れ
は
朝
、

服
を
着
替
え
て
出
か
け
る
よ

う
に
、
お
昼
に
な
れ
ば
ご
は
ん
を
食
べ
る
よ
う
に
、

外
に
出
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
す
る
、
生
活
習
慣
の
一

部
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
▼
コ
ロ
ナ
禍

で
は
、
飲
食
店
等
の
多
く
が
時
短
営
業
・
営
業
自
粛
・

は
た
ま
た
閉
店
に
追
い
込
ま
れ
、
経
営
が
苦
し
い

中
、
お
店
自
体
は
し
っ
か
り
消
毒
・
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
対
策
を
と
っ
て
い
る
の
に
苦
労
さ

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
▼
利
用
す
る
側
が
も
っ
と

気
を
付
け
て（
少
人
数
・
会
話
時
の
マ
ス
ク
着
用
等
）

使
用
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
弊
社

で
は
昼
食
の
際
、
小
人
数
・
会
話
時
の
マ
ス
ク
着
用

を
心
が
け
て
い
ま
す
。
最
初
は
ち
ょ
っ
と
面
倒
く
さ

い
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
慣
れ
て
み
る
と
案
外
で
き

る
も
の
で
す
よ
。
こ
れ
も
生
活
習
慣
の
一
部
で
す
▼

今
は
ま
だ
先
の
見
え
な
い
長
い
坂
道
の
途
中
で
す

が
、
そ
の
上
に
は
き
っ
と
幸
せ
な
未
来
が
待
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
自
分
で
で
き
る
こ
と
を

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
暑
く

な
る
前
に
終
息
し
て
も
ら
い
た
い
の
が
願
い
で
す
が

…
…

。

﹇
㈱
マ
ル
シ
ン
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　き
な
こ
﹈

―― 幸せな未来を　　　　
　　信じて ――（第11回）

　

一
般
社
団
法
人
全
国
管

洗
浄
協
会
は
、
第
19
回
定

時
総
会
を
５
月
28
日
午
後

３
時
半
か
ら
東
京
・
港
区

芝
公
園
の
メ
ル
パ
ル
ク
東

京
で
開
催
し
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
考
慮
し
、
人
数

を
絞
る
と
と
も
に
、
懇
親

会
は
中
止
い
た
し
ま
す

（
詳
細
は
各
会
員
に
お
届

け
し
た
総
会
案
内
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
）。

　

総
会
で
は
、
２
０
２
０

年
度
の
事
業
報
告
（
本
号

２
ペ
ー
ジ
目
参
照
、
建
築

物
排
水
管
清
掃
作
業
従
事

　

経
済
産
業
省
は
、
２
０ 

２
１
年
４
月
以
降
に
実
施

さ
れ
て
い
る
緊
急
事
態
措

置
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
に
伴
う
「
飲
食
店
の

休
業
・
時
短
営
業
」「
外

出
自
粛
等
」の
影
響
で
、売

上
が
50
％
以
上
減
少
し
た

中
小
法
人
・
個
人
事
業
者

等
に
対
し
、「
月
次
支
援
金
」

の
給
付
を
決
定
し
ま
し

た
。
６
月
初
旬
に
給
付
規

程
・
申
請
要
領
が
公
表
さ

れ
、
同
月
中
に
申
請
受
付

を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

今
回
の
支
援
金
は
、「
２ 

者
研
修
実
施
報
告
な
ど
含

む
）
に
加
え
、
２
年
目
と

な
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
取
り
組
み
状
況
な
ど

を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

２
０
２
１
年
度
事
業
計
画

案
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
の
年
と
な
る
た
め
、

役
員
選
任
が
議
題
と
し
て

上
程
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
協

会
活
動
に
功
労
が
あ
っ
た

方
に
対
す
る
理
事
長
表

彰
、
会
員
企
業
社
員
か
ら

他
の
模
範
と
な
る
優
秀
な

方
を
表
彰
す
る
優
良
従
事

者
表
彰
、退
任
役
員
表
彰
、

功
労
者
表
彰（
今
回
か
ら
）

を
行
い
ま
す
。

０
２
１
年
の
月
間
売
上

が
、
２
０
１
９
年
ま
た
は

２
０
２
０
年
の
同
月
比
で

50
％
以
上
減
少
」
し
て
い

る
こ
と
が
要
件
。
給
付
額

は
基
準
年
月
か
ら
今
年
同

月
の
差
額
分
で
、
中
小
法

人
は
上
限
20
万
円
／
月
、

個
人
事
業
者
等
は
上
限

10
万
円
／
月
で
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
同

措
置
が
実
施
さ
れ
て
い
る

地
域
で
、
休
業
ま
た
は
時

短
営
業
を
実
施
し
て
い
る

飲
食
店
と「
直
接
・
間
接
取

引
が
あ
る
こ
と
」、
ま
た

は
同
地
域
に
お
け
る
不
要

不
急
の
外
出
・
移
動
の
自

粛
に
よ
る
「
直
接
的
な
影

響
を
受
け
て
い
る
こ
と
」

が
条
件
で
す
。
外
出
自
粛

等
の
影
響
に
は
、
人
流
抑

制
を
目
的
と
す
る
休
業
ま

た
は
時
短
営
業
の
要
請
を

受
け
た
事
業
者
に
対
し

て
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
こ
と
に
よ

る
影
響
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

申
請
手
続
き
は
、
５
月

31
日
で
申
請
終
了
と
な
っ

た「
一
時
支
援
金
」と
同
じ

よ
う
に「
登
録
確
認
機
関
」

に
よ
る
事
前
確
認
が
必
要

で
す
が
、「
一
時
支
援
金
」

の
受
給
者
で
あ
れ
ば
省
略

さ
れ
ま
す
（
上
図
参
照
）。

詳
細
は
経
済
産
業
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
１
月
13

〜
27
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
さ
れ
た
、（
公
財
）

日
本
建
築
衛
生
管
理
教

育
セ
ン
タ
ー
主
催
の

「
第
48
回
建
築
物
環
境

衛
生
管
理
全
国
大
会
」

の
研
究
集
会
で
発
表
し

た
事
例
報
告
「
集
合
住

宅
等
に
お
け
る
排
水
立

て
管
の
縦
割
れ
破
損
」

が
ら
、
分
析
デ
ー
タ
の

精
度
を
高
め
て
い
ま

す
。

　

発
表
は
西
川
昌
樹
理

事
・
技
術
委
員
が
行
い

ま
し
た
。
２
０
２
２
年

１
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
第
49
回
全
国
大
会
で

優
秀
発
表
表
彰
が
行
わ

れ
ま
す
。

が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
受
賞
は
前
回
の
第
47

回
全
国
大
会
に
続
き
２
年

実
地
調
査
や
各
委
員
が
実

際
の
施
工
現
場
で
調
査
し

た
事
例
に
加
え
、
当
協
会

連
続
と
な
り
ま
す
。

　

受
賞
し
た
事
例
報
告

は
、
技
術
委
員
会
に
よ
る

会
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、
そ
の
回
答
内
容

に
つ
い
て
も
盛
り
込
み
な

２
年
連
続
で
受
賞

第
48
回
全
国
大
会
・
事
例
報
告

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
３
期
目
計
画
な
ど
審
議

５月28日
東京で 第19回定時総会開催

新型コロナ支援

６月から「月次支援金」

▲�「月次支援
金」サイト
のＱＲコード

▲

「
月
次
支
援
金
」
の

　
　

申
請
手
続
き
フ
ロ
ー

　当協会は 2021 年 6 月に創立 40
周年を迎えました。これまで以上
に協会活動を推進し、安全で快適
な衛生環境の提供と、排水管洗浄
業界の社会的地位の確立を目指し
ていくため、現在「会員増強キャ
ンペーン」を実施中です。詳細は
ホームページまたは当協会事務局
までお問い合わせください。

会員増強キャンペーン実施中！
〜期間中は入会金が０円〜

2021年５月１日〜2022年２月28日

（1） 令和３年５・６月号 全　管　協　ニ　ュ　ー　ス （毎月１回発行） 第４０５号

＜第４０５号＞
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１
．
定
例
理
事
会

　

２
０
２
０
年
４
月
・
９

月
の
２
回
開
催
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
い
ず
れ
も

書
面
決
議
に
よ
り
開
催

２
．
臨
時
理
事
会

　

２
０
２
１
年
１
月
13
日

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
形
式
で
開
催

３
．
常
務
理
事
会

　

２
０
２
０
年
８
月
・
12

月
（
全
管
協
事
務
局
会
議

室
）、21
年
３
月（
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
形
式
）
の
３
回
開
催

４
．
委
員
会
活
動

（
１
）
技
術
委
員
会
（
７

回
開
催
、
う
ち
１
回
は
Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
形
式
）

　

〇
研
究
発
表
・
対
外
協

力
＝
２
０
２
１
年
１
月
13

日
〜
27
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
さ
れ
た
第
48
回
建
築

物
環
境
衛
生
管
理
全
国
大

会（
主
催
・（
公
財
）日
本

建
築
衛
生
管
理
教
育
セ
ン

タ
ー
）
の
研
究
集
会
に
お

い
て
、
西
川
昌
樹
技
術
委

員
が
「
集
合
住
宅
等
に
お

け
る
排
水
立
て
管
の
縦
割

れ
破
損
」
を
テ
ー
マ
に
研

究
論
文
を
発
表
（
優
秀
賞

受
賞
決
定
）
／
国
民
生
活

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
対
応
、
保
健
所
か
ら

の
講
演
へ
の
講
師
派
遣

（
緊
急
事
態
宣
言
中
の
た

め
中
止
）／
空
気
調
和
・
衛

生
工
学
会
の
会
報
誌
へ
の

執
筆
依
頼
対
応
、
業
界
誌

（「
月
刊
リ
フ
ォ
ー
ム
」「
建

築
設
備
と
配
管
工
事
」）

へ
の
記
事
掲
載
な
ど

　

〇
技
術
・
安
全
施
工
マ

ニ
ュ
ア
ル
動
画
作
成
＝
建

築
物
排
水
管
清
掃
作
業
従

事
者
研
修
で
使
用
し
て
い

る
動
画
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
つ
い
て
、
動
画
構
成
・

撮
影
内
容
に
つ
い
て
検
討

　

〇
建
築
物
排
水
管
清
掃

技
士
資
格
講
習
・
再
講
習

関
連
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で

中
止
し
た
こ
と
を
受
け
、

資
格
の
有
効
期
限
に
つ
い

て
検
討
／
講
習
で
使
用
す

る
模
擬
配
管
機
材
の
新
設

を
検
討

　

〇
対
外
Ｐ
Ｒ
活
動
＝
一

般
向
け
チ
ラ
シ
の
作
成
／

書
籍
「
排
水
管
の
世
界
」

の
発
行

（
２
）
総
務
委
員
会
（
６

回
開
催
、
う
ち
２
回
は
Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
形
式
）

　

〇
組
織
編
成
・
協
会
活

動
に
伴
う
規
程
関
連
＝
第

18
回
定
時
総
会
開
催
に
伴

う
役
割
分
担
、
総
会
議
案

の
検
討
／
２
０
２
０
年
度

収
支
内
訳
の
確
認
／
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
伴
う
事
務
局

テ
レ
ワ
ー
ク
体
制
の
検
討

と
テ
レ
ワ
ー
ク
就
業
規
程

の
と
り
ま
と
め
／
入
会

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
報
奨
制

度
の
取
り
組
み
内
容
の
検

討
／
40
周
年
記
念
事
業
の

検
討
／
表
彰
制
度
・
規
程

の
見
直
し
／
旅
費
等
支
払

要
領
の
見
直
し

　

〇
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

＝
会
員
か
ら
の
要
望
へ
の

対
応
と
進
捗
状
況
の
確
認

　

〇
社
会
貢
献
活
動
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
＝
具
体
的
取
り

組
み
内
容
の
検
討

（
３
）
広
報
委
員
会
（
４

回
開
催
、
う
ち
２
回
は
Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
形
式
）

　

〇
機
関
紙
「
全
管
協

ニ
ュ
ー
ス
」
＝
合
計
10
回

発
行
／
新
規
連
載
と
し
て

「
見
て
お
く
れ
や
す
」「
会

員
紹
介
」
ス
タ
ー
ト

　

〇
広
報
活
動
全
般
＝
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載

内
容
に
つ
い
て
、
事
務
局

を
通
じ
て
随
時
見
直
し
て

更
新
／
一
般
向
け
チ
ラ
シ

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
豆
知
識
」

の
発
行
／
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
基
づ
く
活
動
内
容

の
検
討
／
総
務
委
員
会
、

技
術
委
員
会
と
連
携
し
た

広
報
活
動
に
つ
い
て
の
検

討（４
）
支
部
活
性
化
委
員

会
（
１
回
開
催
、
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
形
式
）

　

〇
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

＝
回
答
内
容
に
つ
い
て
の

内
容
と
各
支
部
の
取
り
組

み
の
確
認

　

〇
青
年
部
設
立
＝
各
支

部
に
お
け
る
取
り
組
み
状

況
と
次
年
度
へ
の
展
開
に

つ
い
て
検
討

　

〇
２
０
２
１
年
度
事
業

計
画
案
・
支
部
活
動
費
に

つ
い
て
検
討

（
５
）
優
良
事
業
者
認
定

審
査
委
員
会（
１
回
開
催
）

　

〇
第
４
回
審
査
と
し

て
、
申
請
２
社
に
つ
い
て

審
査
し
認
定

５
．
建
築
物
排
水
管
清
掃

技
士
資
格
講
習
・
再
講
習

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
計
画
し

て
い
た
４
会
場
す
べ
て
の

講
習
を
中
止
（
資
格
有
効

期
限
の
延
長
措
置
＝
２
０ 

２
１
年
５
月
末
）

６
．
建
築
物
排
水
管
清
掃

作
業
従
事
者
研
修

　

予
定
し
て
い
た
12
回
の

う
ち
10
回
を
開
催
（
自
宅

学
習
含
む
）
し
、
合
計

４
３
６
人
が
受
講
（
宮
城

会
場
・
大
阪
会
場
（
２
回

目
分
）
に
つ
い
て
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
）

７
．
支
部
活
動

　

８
支
部
（
北
海
道
、
東

北
・
北
関
東
、
南
関
東
、

東
京
、
中
部
・
北
陸
、
近

畿
、
中
国
・
四
国
、
九
州
）

に
お
い
て
、
幹
事
会
・
総

会
・
研
修
会
な
ど
を
開
催
。

　

今
期
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
で
、
交
流

会
や
体
験
学
習
な
ど
が
限

定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
計

画
し
て
い
た
海
外
視
察
研

修
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
も

中
止８

．
第
２
期
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
（
２
年
目
）
報
告

（
１
）
技
術
向
上
の
た
め

の
施
策
／
担
当
：
事
業
部

（
技
術
委
員
会
）

　

〇
技
術
講
習
（
資
格
制

度
）
＝
コ
ロ
ナ
禍
で
建
築

物
排
水
管
清
掃
技
士
資
格

講
習
・
再
講
習
が
中
止
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
①
実

技
講
習
で
使
用
す
る
機
材

新
設
を
検
討
し
制
作
②
オ

ン
ラ
イ
ン
講
習
の
検
討
・

準
備
に
着
手

　

〇
研
修
会
等
＝
技
術
委

員
会
開
催
に
合
わ
せ
て
機

器
メ
ー
カ
ー
や
シ
ス
テ
ム

会
社
プ
レ
ゼ
ン
を
依
頼

し
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
化
と
新
技
術
等
の
情
報

収
集
を
実
施
。
ｅ
ラ
ー
ニ

ン
グ
の
検
討
に
も
着
手

　

〇
人
材
育
成
＝
各
支
部

に
協
力
を
依
頼
し
、
各
講

習
の
講
師
に
つ
い
て
検
討

　

〇
安
全
衛
生
＝
関
係
法

令
に
準
じ
た
教
育
用
動
画

テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
た

め
制
作
会
社
と
協
議

　

〇
技
術
相
談
＝
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
要
望

で
、
排
水
管
清
掃
ト
ラ
ブ

ル
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

意
見
交
換
会
を
実
施

　

〇
新
技
術
確
立
＝
全
国

大
会
の
研
究
集
会
で
の
報

告
事
例
に
対
す
る
問
い
合

わ
せ
が
増
加
し
た
こ
と
を

受
け
、
管
理
会
社
や
メ
ー

カ
ー
と
情
報
交
換
を
実
施

　

〇
行
政
へ
の
働
き
か
け

＝
保
健
所
で
の
講
演
・
セ

ミ
ナ
ー
へ
の
講
師
派
遣
を

通
じ
た
啓
発
活
動
を
継
続

（
予
定
し
て
い
た
板
橋
区

保
健
所
の
講
演
は
コ
ロ
ナ

拡
大
で
中
止
）

（
２
）
排
水
管
清
掃
業
の

地
位
向
上
の
た
め
の
取
り

組
み
／
担
当
：
管
理
部（
総

務
・
広
報
委
員
会
）

　

〇
社
会
的
認
知
度
向
上

＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ

イ
ン
を
一
新

　

〇
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
活

動
＝
コ
ロ
ナ
禍
で
「
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」

で
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
全
管

協
ニ
ュ
ー
ス
」
を
通
じ
て

広
報
活
動
を
強
化

　

〇
社
会
貢
献
活
動
＝
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
関

連
し
、
寄
付
活
動
や
オ
リ

ジ
ナ
ル
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
作

成
を
検
討
。
排
水
管
清
掃

業
務
自
体
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

理
念
に
合
致
す
る
こ
と
を

表
明
す
る
た
め
の
議
論
、

検
討
を
実
施

　

〇
人
材
確
保
支
援
＝
青

年
部
発
足
に
向
け
た
準
備

会
の
設
立
を
検
討
。
コ
ロ

ナ
終
息
後
に
本
格
的
な
検

討
・
準
備
に
着
手

（
３
）
組
織
・
運
営
力
の

強
化
／
担
当
：
支
部
統
括

部（
支
部
活
性
化
委
員
会
）

　

〇
組
織
・
財
政
基
盤
強

化
＝
２
０
２
０
年
６
〜
８

月
に
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
８
社
が
入
会
。

コ
ロ
ナ
禍
で
退
会
が
増
加

し
会
員
数
自
体
は
減
少
し

た
。
協
会
設
立
40
周
年
事

業
の
一
環
と
し
て
、
２
０ 

２
１
年
度
は
通
年
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
し
て
取
り
組
む

こ
と
を
決
定

　

〇
会
員
サ
ー
ビ
ス
＝
コ

ロ
ナ
禍
で
海
外
研
修
視
察

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
は
中

止
。
終
息
後
の
開
催
を
引

き
続
き
検
討

　

〇
情
報
発
信
＝
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
も
検
討

　

〇
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

の
た
め
の
協
会
組
織
・
執

行
体
制
の
確
立
＝
支
部
推

薦
理
事
を
検
討
す
る
中

で
、
新
任
役
員
の
選
任
な

ど
支
部
組
織
編
成
に
つ
い

て
検
討

　

〇
支
部
活
動
の
活
性
化

＝
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
制

限
さ
れ
る
中
で
、
各
支
部

で
で
き
る
こ
と
か
ら
着
手

（
東
京
支
部
の
防
災
体
験

学
習
な
ど
）。
次
年
度
の

取
り
組
み
な
ど
も
検
討

（
４
）
委
員
会
活
動
の
活

性
化
（
※
前
述
委
員
会
活

動
報
告
参
照
）

2021 年度建築物排水管清掃作業従事者研修
（６～ 11月分まで）

開催日 会場
募集

人員

6 月 10 日 （木）

※受付終了
（東京①）

機械振興会館

（東京都港区芝公園 3 丁目 5-8）
70 名

6 月 29 日 （火） （沖縄）
那覇地域職業訓練センター

（沖縄県那覇市西 3 丁目 14-1）
30 名

7 月 14 日 （水） （愛知）

大成株式会社研修センター

（愛知県名古屋市千種区

今池 4-3-23　大成今池ビル）

50 名

7 月 28 日 （水） （新潟）
新潟ユニゾンプラザ

（新潟県新潟市中央区上所 2-2-2）
30 名

8 月 26 日 （木） （宮城）

宮城県婦人会館

（宮城県仙台市宮城野区

榴ケ岡 5 番地）

40 名

9 月 2 日 （木） （大阪①）

大阪ビルメンテナンス協会

（大阪府大阪市西区江戸堀 2-6-33 

江戸堀フコク生命ビル）

40 名

11 月 25 日（木） （広島）
ＲＣＣ文化センター

（広島市中区橋本町 5-11）
50 名

２
０
２
０
年
度
事
業
報
告

（
２
０
２
０
年
４
月
１
日
〜
２
０
２
１
年
３
月
31
日
）

（2）令和３年５・６月号全　管　協　ニ　ュ　ー　ス（毎月１回発行）第４０５号



第19回定時総会の議案書内容を確認
　

当
協
会
は
２
０
２
１
年

度
第
１
回
理
事
会
を
４
月

15
日
午
後
２
時
よ
り
、
Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
形
式
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

上
之
原
靖
理
事
長
を
議

長
に
選
任
後
、
①
表
彰
規

程
の
一
部
改
正
②
会
員
増

強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
期

間
・
報
奨
金
③
第
19
回
定

時
総
会
の
進
行
④
同
総
会

議
案
書
内
容
の
確
認
⑤
支

部
総
会
書
面
決
議
⑥
支
部

役
員
選
任
な
ど
に
つ
い
て

審
議
し
ま
し
た
。

◇
表
彰
規
程
の
一
部
改
正

　

表
彰
対
象
と
し
て
功
労

者
表
彰
を
新
設
す
る
提
案

に
基
づ
き
、
総
務
委
員
会

に
よ
る
検
討
と
常
務
理
事

会
の
審
議
に
よ
り
表
彰
規

程
を
一
部
改
正
す
る
案
に

士
講
習
の
初
日
に
行
う
実

技
講
習
（
専
有
部
、
共
用

立
管
、ワ
イ
ヤ
清
掃
、内
視

鏡
検
査
の
４
課
題
）、
２

日
目
に
行
う
効
果
判
定
の

時
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

そ
の
都
度
講
習
会
場
で
組

み
立
て
、
終
了
後
に
解
体

　

当
協
会
技
術
委
員
会
で

は
、
建
築
物
排
水
管
清
掃

技
士
資
格
講
習
で
使
用
す

る
模
擬
配
管
機
材
を
刷
新

し
ま
し
た
。
５
月
13
・
14

日
に
開
催
す
る
講
習
か
ら

使
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

模
擬
配
管
機
材
は
、
技

す
る
た
め
老
朽
化
が
進
ん

で
い
た
こ
と
か
ら
、
作
り

直
し
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

４
月
５
〜
７
日
に
㈱
マ

ル
シ
ン
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

（
神
奈
川
県
厚
木
市
）
で

行
っ
た
製
作
作
業
で
は
、

講
習
時
に
気
づ
い
た
点
な

ど
を
反
映
し
な
が
ら
、
図

面
を
ベ
ー
ス
に
シ
ス
テ
ム

キ
ッ
チ
ン
の
設
置
や
透
明

管
を
使
っ
た
横
引
管
な
ど

を
取
り
付
け
て
い
き
ま
し

た
。
取
り
外
す
部
位
に
は

番
号
を
付
け
、組
み
立
て
・

解
体
時
に
迷
わ
な
い
よ
う

に
配
慮
し
ま
し
た
。

　

ま
た
同
時
に
開
催
し
た

２
０
２
１
年
度
第
１
回
技

術
委
員
会
で
は
、
ア
サ
ダ

㈱
に
よ
る
新
製
品
紹
介
と

管
内
検
査
カ
メ
ラ
の
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
度
活
動
報
告

　

第
６
回
会
合
を
３
月
15

日
午
後
１
時
半
か
ら
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
形
式
で
開
催
。
①

商
品
紹
介
・
意
見
交
換
＝

協
栄
産
業
（
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
）、日
本
エ
マ
ソ
ン
（
最

近
の
管
内
検
査
カ
メ
ラ

ニ
ー
ズ
）
②
２
０
２
１
年

度
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
＝

建
築
物
排
水
管
清
掃
技
士

資
格
講
習
で
使
用
す
る
模

擬
配
管
機
材
製
作
日
程
を

含
め
た
詳
細
決
定
▽
技
士

資
格
講
習
再
講
習
の
Ｗ
ｅ

ｂ
開
催
の
検
討
（
５
月
開

催
時
に
撮
影
実
施
を
決

定
）
③
技
術
・
安
全
施
工

マ
ニ
ュ
ア
ル
動
画
作
成
＝

既
存
版
を
基
に
必
要
な
安

全
対
策
・
衛
生
管
理
対
策

を
追
加
（
感
染
症
対
策
の

追
加
）
▽
デ
モ
版
撮
影
の

検
討
（
㈱
プ
ロ
グ
レ
ス
）

④
第
49
回
全
国
大
会
・
研

究
集
会
で
の
事
例
報
告
＝

「
排
水
ト
ラ
ッ
プ
破
封
に

よ
る
異
臭
発
生
事
例
」
を

テ
ー
マ
に
。
実
験
・
調
査

の
方
向
性
、
関
連
法
規
の

確
認
な
ど
今
後
の
流
れ
を

確
認
⑤
空
気
調
和
・
衛
生

工
学
会
機
関
誌
へ
の
執
筆

＝
難
波
信
二
副
理
事
長
が

担
当

　

第
７
回
会
合
を
３
月
24

日
午
後
１
時
半
か
ら
㈱
マ

ル
シ
ン
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
で

開
催
。
建
築
物
排
水
管
清

掃
技
士
資
格
講
習
用
模
擬

配
管
機
材
の
製
作
に
つ
い

て
最
終
打
ち
合
わ
せ
。

つ
い
て
審
議
。
表
彰
規
程

第
２
条
に「
功
労
者
表
彰
」

項
目
を
追
加
し
、
表
彰
対

象
者
を
当
会
の
委
員
や
指

導
員
、
講
師
な
ど
事
業
運

営
に
10
年
以
上
関
わ
っ
た

者
と
す
る
案
を
、
原
案
ど

お
り
承
認
（
初
年
度
は
15

人
が
対
象
）。

◇
会
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
　

支
部
活
性
化
委
員
会
よ

り
提
案
さ
れ
た
、
①
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
期
間
＝
２
０
２ 

１
年
５
月
１
日
〜
２
０
２ 

２
年
２
月
末
②
報
奨
金
＝

紹
介
会
員
に
１
万
円
（
２ 

０
２
０
年
度
実
施
同
等
）

に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り

承
認
。

◇
第
19
回
定
時
総
会
の
進

行

　

新
年
度
事
業
計
画
案
・

収
支
予
算
案
に
つ
い
て
、

当
会
の
審
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
４
月
開
催
の
新
年
度

理
事
会
と
な
る
こ
と
か

ら
、
従
来
の
総
会
報
告
事

項
か
ら
総
会
議
案
に
す
る

こ
と
が
適
切
と
判
断
。
変

更
す
る
こ
と
を
承
認
。

◇
第
19
回
定
時
総
会
議
案

書
　

事
務
局
か
ら
総
会
議
案

第
１
号
〜
５
号
（
２
０
２ 

０
年
度
事
業
・
収
支
決
算

報
告
、
２
０
２
１
年
度
事

業
計
画
・
収
支
予
算
案

等
）、
各
部
長
・
担
当
委

員
長
か
ら
第
２
期
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
報
告
・
説
明

が
あ
り
、
一
部
文
言
の
修

正
を
加
え
た
上
で
原
案
を

承
認
。
表
彰
案
件
（
表
彰

規
程
第
４
条
に
よ
り
理
事

会
承
認
）
に
つ
い
て
も
審

議
し
、
原
案
を
承
認
。
報

告
事
項
の
「
２
０
２
０
年

度
入
会
・
退
会
者
報
告
」

に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説

明
。

◇
支
部
総
会
の
書
面
決
議

　

事
務
局
か
ら
８
支
部
の

総
会
開
催
に
つ
い
て
、
全

支
部
で
提
出
議
案
を
原
案

ど
お
り
に
承
認
さ
れ
、
新

任
支
部
役
員
の
選
任
や
支

部
推
薦
理
事
が
確
定
し
、

全
会
員
に
開
催
報
告
を
提

出
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。

　

５
支
部
（
北
海
道
、
南

関
東
、
中
部
・
北
陸
、
近

畿
、
中
国
・
四
国
）
で
実

施
し
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

書
面
決
議
で
の
総
会
に
つ

い
て
、
全
会
員
に
よ
る
賛

成
が
条
件
と
な
る
た
め
法

的
な
成
立
要
件
を
満
た
し

て
い
な
い
こ
と
が
後
か
ら

判
明
し
た
が
、
そ
の
後
に

送
付
し
た
開
催
報
告
へ
の

異
議
申
し
立
て
が
な
い
こ

と
か
ら
成
立
と
み
な
し
、

今
後
の
開
催
で
注
意
す
る

必
要
が
あ
る
と
報
告
。
理

事
会
と
し
て
そ
の
内
容
を

確
認
し
た
上
で
承
認
。

◇
支
部
役
員
の
選
任

　

照
沼
拓
管
理
部
長
か

ら
、
４
月
14
日
に
開
催
し

た
理
事
選
出
委
員
会
の
審

議
結
果
の
報
告
と
総
会
承

認
を
得
る
予
定
の
支
部
推

薦
理
事
を
紹
介
し
、
原
案

ど
お
り
承
認
。

◇　
　

◇

　

今
回
の
理
事
会
に
先
立

ち
、
常
務
理
事
会
と
各
委

員
会
を
開
催
し
、
理
事
会

審
議
項
目
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

常
務
理
事
会

　

第
３
回
会
合
を
３
月
16

日
午
後
３
時
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
形
式
で
開
催
。

総
務
委
員
会

　

第
６
回
会
合
を
３
月
16

日
午
後
１
時
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
形
式
で
開
催
。
理
事

会
審
議
項
目
に
加
え
、
①

40
周
年
事
業
の
詳
細
②
社

会
貢
献
活
動（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

の
詳
細
（
会
員
向
け
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
バ
ッ
ヂ
の
種
類
・

購
入
に
つ
い
て
検
討
）
に

つ
い
て
検
討
。
２
０
２
１

年
度
第
１
回
会
合
を
４
月

12
日
午
後
２
時
よ
り
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
形
式
で
開
催
。
総

会
議
案
と
総
会
当
日
の
進

行
を
確
認
。
従
事
者
研
修

の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
検

討
な
ど
に
つ
い
て
協
議
。

理
事
選
出
委
員
会

　

第
３
回
会
合
を
４
月
14

日
午
後
１
時
半
よ
り
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
形
式
で
開
催
。
役

員
選
任
規
程
を
確
認
し
、

２
０
２
１
年
度
役
員
改
選

に
伴
う
支
部
推
薦
の
役
員

候
補
者
に
つ
い
て
承
認
。

支
部
活
性
化
委
員
会

　

２
０
２
１
年
度
第
１
回

会
合
を
４
月
５
日
午
後
２

時
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
形
式

で
開
催
。
各
支
部
総
会
の

開
催
報
告
と
新
役
員
体

制
、
支
部
長
の
役
割
、
新

入
会
員
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
に
つ
い
て
審
議
。

多
治
見
昭
彦
支
部
統
括
部

長
（
専
務
理
事
）
よ
り
、

支
部
活
性
化
を
推
進
す
る

た
め
に
①
支
部
活
性
化
委

員
長
を
支
部
長
か
ら
選
出

し
理
事
に
推
薦
（
常
務
理

事
会
で
了
承
済
み
）
②
順

番
が
把
握
で
き
る
よ
う
北

か
ら
輪
番
制
に
す
る
な
ど

を
提
案
。
審
議
の
結
果
、

提
案
を
承
認
し
た
。

広
報
委
員
会

　

第
４
回
会
合
を
３
月
26

日
午
後
２
時
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
形
式
で
開
催
。
２
０ 

２
１
年
度
事
業
計
画
案
で

の
、
広
報
委
員
会
の
役
割

と
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
３

年
目
の
取
り
組
み
を
確

認
。
他
委
員
会
と
の
合
同

会
議
開
催
を
常
務
理
事
会

に
提
案
す
る
こ
と
を
決

定
。支

部
活
動

　

８
支
部
に
お
い
て
支
部

総
会
を
開
催
。
▽
北
海
道

支
部
＝
３
月
17
日
／
書
面

決
議
▽
東
北
・
北
関
東
支

部
＝
３
月
19
日
／
オ
ン
ラ

イ
ン
▽
東
京
支
部
＝
３
月

12
日
／
オ
ン
ラ
イ
ン
▽
南

関
東
支
部
＝
２
月
26
日
／

書
面
決
議
▽
中
部
・
北
陸

支
部
＝
３
月
11
日
／
書
面

決
議
▽
近
畿
支
部
＝
２
月

19
日
／
書
面
決
議
▽
中

国
・
四
国
支
部
＝
３
月
18

日
／
書
面
決
議
▽
九
州
支

部
＝
11
月
13
日
／
対
面

内
部
が
見
え
る
よ
う
透
明
管
を
使
っ
た
模
擬
配
管
機
材

勾
配
を
確
認
し
微
調
整

第
１
回
技
術
委
員
会

技
士
講
習
用
の
模
擬
配
管
を
刷
新

�

技
術
委
員
会

2021年度第１回理事会
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〒224-0026 神奈川県横浜市都筑区南山田町4105
TEL : 045-534-8243　FAX : 045-624-9123　mail : cesridgid@ces-net.com

〒140-0002 東京都品川区東品川1-2-5 リバーサイド品川港南ビル5階
TEL : 03-5769-6953　FAX : 03-4496-4286　mail : RIDGID-CS@emerson.com
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株式会社コア･エレクトロニックシステム リジッド製品修理センター
●修理に関するお問合せ

日本エマソン株式会社　リッジ事業部

手動・電動両
用

オートフィー
ド 小型で

汎用性が高い

プロ用

●製品に関するお問合せ

新製品
〈Facebook〉 〈Instagram〉

パワースピン＋
品番：57043
適応管径：φ20～40mm
￥13,200（税抜）

K-50
適応管径：φ19～100mm
￥186,000～（税抜）

ケーブル残量
が

見える！
お手ごろな価

格！

革新的な
新機種が新登

場！
パワークリア
品番：59148
適応管径：φ19～38mm
￥36,100（税抜）

●その他の製品情報はホームページよりご確認ください。　https://www.ridgid.jp

フレックスシャフト
（チェーン回転式ドレンクリーナー）
品番：64268　K9-102
適用管径：φ32～50mm
ケーブル径：φ6mm
ケーブル長：15.2m
￥186,000（税抜）

品番：64278　K9-204
適用管径：φ50～100mm
ケーブル径：φ8mm
ケーブル長：21.3m
￥280,000（税抜）

●ケーブル先端のチェーンが回転し、
  管内いっぱいに広がります！
●遠心力で詰まりを効率的に除去！
●充電式電動ドリルを使用。
  コードレスで持ち運びにも便利！

〈製品紹介動画〉

（3） 令和３年５・６月号 全　管　協　ニ　ュ　ー　ス （毎月１回発行） 第４０５号



　

◇
代
表
者
変
更（
敬
称

略
）

【
東
北
・
北
関
東
支
部
】

　

▽
㈱
共
栄
環
境
サ
ー
ビ

ス
：
代
表
取
締
役
榎
本
明

洋
か
ら
山
下
幸
雄
に
変
更

（
２
０
２
１
年
４
月
）

会
員
だ
よ
り

　

◇
会
社
名
変
更

【
南
関
東
支
部
】

　

▽
㈱
ラ
イ
ズ
：
㈱
陽
報

か
ら
㈱
ラ
イ
ズ
に
変
更

（
住
所
、連
絡
先
の
変
更
な

し
。２
０
２
１
年
５
月
）

　
「
第
三
次
産
業
」の
内
訳

は
、「
商
業
」が
同
13
・
８
％

増
の
74
人
と
最
も
多
く
、

次
い
で
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
や
産
業
廃
棄
物
処
理

業
な
ど
が
含
ま
れ
る
「
清

掃
・
と
畜
」
が
同
４
・
３
％

増
の
48
人
、「
そ
の
他
」
は

同
35
・
８
％
減
の
43
人
で

し
た
。

　

一
方
、
休
業
４
日
以
上

の
死
傷
者
数
（
以
下
死
傷

者
数
）
は
同
４
・
４
％
（
５ 

５
４
５
人
）
増
の
13
万　

１
１
５
６
人
と
、
５
年
連

続
で
増
加
。
基
準
年
比
で

も
８
・
９
％（
１
万
６
９
６

人
）
増
加
し
ま
し
た
。
業

種
別
で
は
、「
第
三
次
産

業
」
が
最
も
多
く
同
11
・

２
％
増
の
６
万
６
９
５
９

人
で
、次
い
で
「
製
造
業
」

（
同
４
・
５
％
減
、
２
万
５ 

６
７
５
人
）、「
陸
上
貨
物

運
送
事
業
」（
同
２
・
８
％

増
、
１
万
５
８
１
５
人
）

と
続
き
ま
す
。

　
「
第
三
次
産
業
」
の
内

訳
は
、「
保
健
衛
生
業
」
が

最
も
多
く
同
49
・
６
％（
６ 

７
２
７
人
）
増
の
２
万
２ 

８
６
人
。
次
い
で「
商
業
」

が
同
３
・
８
％
（
７
３
５

人
）増
の
２
万
１
６
９
人
、

残
っ
て
い
れ
ば
ケ
ー
ブ
ル

を
つ
な
ぎ
直
す
こ
と
も
可

能
で
す
。

　
【
仕
様
】
電
源
＝
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー

▽
モ
ニ
タ
ー
＝
３
・
５
型

カ
ラ
ー
液
晶
▽
保
存
媒
体

＝
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
▽
カ
メ
ラ

外
形
／
可
視
角
度
＝
φ
28

　

ア
サ
ダ
㈱
は
こ
の
ほ

ど
、
手
持
ち
操
作
が
で
き

る
管
内
検
査
カ
メ
ラ
「
２ 

８
１
０
」
を
発
売
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
取
り
扱
っ

て
い
た
「
２
８
２
０
」
の

改
良
タ
イ
プ
に
な
り
ま

す
。

　

主
な
特
徴
は
、
重
量
が

２
㎏（
２
８
２
０
は
５
㎏
）

と
な
り
現
場
で
ニ
ー
ズ
が

高
か
っ
た
手
持
ち
作
業
に

対
応
し
た
こ
と
。
カ
メ
ラ

ケ
ー
ブ
ル
は
10
ｍ
、
ケ
ー

ブ
ル
ド
ラ
ム
は
回
転
式
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

管
内
検
査
中
に
ケ
ー
ブ
ル

が
折
れ
た
り
し
た
場
合
で

も
、
カ
メ
ラ
ヘ
ッ
ド
が

「
Ｓ
ラ
ン
ク
」の
マ
ン
シ
ョ

ン
は
10
・
５
％
で
、
割
合

が
多
か
っ
た
の
は
、
Ａ
ラ

ン
ク
で
54
・
６
％
で
し
た

（
Ｂ
ラ
ン
ク
は
27
・
３
％
、

Ｃ
ラ
ン
ク
が
７
・
１
％
、

Ｄ
ラ
ン
ク
は
０
・
５
％
）。

　

管
理
状
況
に
地
域
差
は

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、

築
年
数
別
で
は
、
１
９
７ 

９
年
以
前
に
竣
工
し
た
マ

ン
シ
ョ
ン
で
は
Ｓ
ラ
ン
ク

が
２
・
２
％
、
２
０
１
１

年
以
降
に
竣
工
し
た
マ
ン

シ
ョ
ン
で
は
29
・
７
％
と
、

差
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
協

会
は
こ
の
ほ
ど
、「
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
状
況
評
価

（
等
級
評
価
）」
の
仮
評
価

を
ま
と
め
ま
し
た
（
全
国

６
万
３
９
６
９
棟
、
20
年

４
〜
12
月
調
査
）。
評
価

は
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適

正
評
価
研
究
会
」
で
と
り

ま
と
め
た
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
評
価
項
目
に
基
づ
い

て
、
Ｓ
〜
Ｄ
の
５
段
階
で

ラ
ン
ク
分
け
し
て
い
ま
す
。

　

管
理
状
況
が
最
も
よ
い

㎜
／
150°
▽
カ
メ
ラ
ケ
ー

ブ
ル
長
さ
＝
10
ｍ
▽
適
用

管
径
＝
φ
40
〜
１
０
０
㎜

▽
外
形
寸
法
＝
長
さ
４
０ 

０
×
幅
３
１
０
×
高
さ
２ 

５
０
㎜
▽
重
量
＝
２
㎏
▽

特
徴
＝
手
持
ち
可
能
、
画

像
回
転
可
能
▽
標
準
価
格

＝
15
万
８
０
０
０
円

「
接
客
・
娯
楽
」は
同
11
・

８
％
（
１
１
０
３
人
）
減

の
８
２
４
２
人
、「
清
掃
・

と
畜
」
は
同
２
・
５
％
（
１ 

６
４
人
）
増
の
６
７
８
１

人
で
し
た
。

害
防
止
計
画
」
の
基
準
年

で
あ
る
２
０
１
７
年
と
比

べ
て
も
18
・
０
％（
１
７
６

人
）減
少
し
ま
し
た
。業
種

別
で
は
、
全
体
の
３
割
を

占
め
る
建
設
業
が
前
年
比

４
・
１
％
減
の
２
５
８
人
、

製
造
業
は
同
３
・
５
％
減

の
１
３
６
人
で
し
た
。
ま

た
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
が
含
ま
れ
る
「
第
三
次

産
業
」は
、同
６
・
３
％
減

の
２
２
５
人
で
、
全
体
に

占
め
る
割
合
は
２
番
目
の

多
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
４
月
30

日
、「
令
和
２
年
の
労
働
災

害
発
生
状
況
」（
確
定
）

を
公
表
し
ま
し
た
。
死
亡

者
数
は
３
年
連
続
で
過
去

最
少
で
し
た
が
、
休
業
４

日
以
上
の
死
傷
者
数
は

２
０
０
２
年
以
降
で
最
多

と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
１
月
〜
12

月
ま
で
の
労
働
災
害
に
よ

る
死
亡
者
数
は
、
前
年
比

５
・
１
％
（
43
人
）
減
の

８
０
２
人
と
３
年
連
続
で

減
少
し
、「
第
13
次
労
働
災

令
和
２
年
労
働
災
害
発
生
状
況

死
傷
者
数
は
増
加

手持ち可能な
管内検査カメラ
―――アサダ

管
理「
良
好
」は
１
割

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
協

手
持
ち
可
能
な
「
２
８
１
０
」

令和２年（１～ 12月）労働災害発生状況（業種別、確定値）

業種

死亡者数 死傷者数

人数
前年比

人数
前年比

増減数 ( 人 ) 増減率 (％） 増減数 ( 人 ) 増減率 (％）

全 産 業 802 ▲ 43 ▲ 5.1 131,156 5,545 4.4

製 造 業 136 ▲ 5 ▲ 3.5 25,675 ▲ 1,198 ▲ 4.5

鉱 業 8 ▲ 2 ▲ 20.0 199 ▲ 4 ▲ 2.0

建 設 業 258 ▲ 11 ▲ 4.1 14,977 ▲ 206 ▲ 1.4

交 通 運 輸 事 業 12 ▲ 2 ▲ 14.3 2,706 ▲ 441 ▲ 14.0

陸 上 貨 物 運 送 事 業 87 ▲ 14 ▲ 13.9 15,815 433 2.8

港 湾 運 送 業 4 ▲ 3 ▲ 42.9 330 ▲ 46 ▲ 12.2

林 業 36 3 9.1 1,275 27 2.2

農業、 畜産 ・ 水産業 36 6 20.0 3,220 229 7.7

第 三 次 産 業 225 ▲ 15 ▲ 6.3 66,959 6,751 11.2

商 業 74 9 13.8 20,169 735 3.8

うち小売業 52 9 20.9 15,341 675 4.6

金 融 ・ 広 告 4 0 0.0 1,185 ▲ 94 ▲ 7.3

通 信 4 ▲ 1 ▲ 20.0 2,362 110 4.9

保 健 衛 生 業 11 0 0.0 20,286 6,727 49.6

うち社会福祉施設 7 ▲ 1 ▲ 12.5 13,267 3,222 32.1

接 客 ・ 娯 楽 13 ▲ 8 ▲ 38.1 8,242 ▲ 1,103 ▲ 11.8

うち飲食店 6 4 200.0 4,953 ▲ 188 ▲ 3.7

清 掃 ・ と 畜 48 2 4.3 6,781 164 2.5

警 備 業 28 7 33.3 1,792 94 5.5

そ の 他 43 ▲ 24 ▲ 35.8 6,142 118 2.0

（注）　１　死亡災害報告より作成
　　　　２　「▲」 は減少
　　　　３　「陸上貨物運送事業」 は、 道路貨物運送事業と陸上貨物取扱業の合計値
　　　　４　「第三次産業」 の内訳の 「その他」 は教育研究、 映画演劇業等の合計値

（4）令和３年５・６月号全　管　協　ニ　ュ　ー　ス（毎月１回発行）第４０５号


